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テーマ：「コロナ禍における新たな青少年支援～学び、寄り添い、育む～」 
 
新型コロナウイルス感染症の流行（以下「コロナ禍」という。）から２年程度が経過する中、児童虐待の件数の

増加や SNS に起因した被害の増加、複雑化した貧困問題など、子供や若者をめぐる環境も大きく変化し様々な課

題が報道で取り上げられている。コロナ禍の長期化により従来の課題は複雑化し、より深刻化している。今回は

コロナ禍における青少年支援の現状、課題及び支援方法等を共有し、今後の支援の在り方について模索する機会

としたい。 
 
１．趣 旨  青少年の健全育成や青少年の相談事業に携わる者が一堂に会し、協議等を通じて、指導者として 

の資質・能力の向上を図り、関係機関・団体間の連携を促進する。 

２．主 催  独立行政法人国立青少年教育振興機構 

３．後 援  警察庁、法務省、文部科学省、厚生労働省 ※申請中 

４．期 間  令和４年１月 20 日（木）～21 日（金）（部分参加可） 

※後日、基調講演・行政説明・研究講義の動画の YouTube 配信を行います。なお、分科会の配信

は行いません。また、動画配信の視聴のみでもお申し込みが必要です。 

YouTube 配信期間：令和４年１月 24 日（月）～31 日（月） 

５．会 場  国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区代々木神園町３番１号） 

６．対 象  青少年教育行政担当者、青少年教育施設職員、学校教育行政担当者、学校教員、首長部局相談担

当者、警察関係者、法務関係者、社会福祉関係者、その他青少年の相談事業に携わる者 

７．定 員  会場での参加：約 150 名程度 ※先着順（YouTube 配信の視聴定員はございません。） 

８．日 程  実地開催の場合  

※後日、基調講演・行政説明・研究講義の動画の YouTube 配信を行います。なお、分科会の配信は行いません。 
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９．内 容 

（１）基調講演（１月 20日（木）14 時 10 分～15時 40 分 センター棟 417） 

「見えない子どもの課題とその方策～コロナ禍における子どもへの影響調査、子どもの貧困調査を踏まえて～」 

  山野 則子 氏（大阪府立大学 学長補佐） 
 
（２）行政説明（１月 20日（木）16 時 00 分～17時 30 分 センター棟 417） 

 内閣府 政策調整統括官（政策調整担当）付 参事官（青少年企画・支援担当）付 

 文部科学省 初等中等教育局児童生徒課生徒指導室 

 厚生労働省 社会・援護局自殺対策推進室 
 
（３）研究講義（１月 21日（金）９時 00 分～12時 30 分 30 分×５ センター棟 417） 

（４）分科会（１月 21日（金）13時 30 分～15時 30 分）※第１～５分科会に分かれて行います。 

コーディネーター 元永 拓郎 氏（帝京大学文学部心理学科 教授）※研究講義のみの出席となります。 
 
第１分科会【児童虐待】「なぜ声を上げることは難しいのか～子どもの SOS を受け止めるために～」 

川瀬 信一 氏（一般社団法人子どもの声からはじめよう 代表理事/内閣官房「こども政策の推進に係る有 

識者会議」構成員） 

第２分科会【SNS 問題】「青少年の SNS 利用実態から考える GIGA スクール時代の課題 

～モラルとリテラシーとリスク管理能力を育むために～」 

尾花 紀子 氏（ネット教育アナリスト/安心ネットづくり促進協議会「普及啓発広報委員会」副委員長） 
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第３分科会【発達障害】「『やる気』 からみる発達障害」 

吉川 徹 氏（愛知県医療療育総合センター中央病院 子どものこころ科（児童精神科）部長） 

第４分科会【子供の貧困】「『貧困の連鎖』から『おせっかいの連鎖』へ」 

栗林 知絵子 氏（NPO 法人豊島子ども WAKUWAKU ネットワーク 理事長） 

第５分科会【性被害】「子どもの性被害の実態とその心理的影響を知る」 

齋藤 梓 氏（目白大学心理学部心理カウンセリング学科 専任講師/公益社団法人被害者支援都民センター 

公認心理師・臨床心理士） 

 

10. 費 用 

（１）本研究集会への参加費は無料です。 

（２）令和４年１月 20日（木）の宿泊を希望する方は、Ｄ棟（ビジネスホテルタイプ、バス・トイレ付き 

１泊 3,560 円）となります。宿泊料は、当日会場にて徴収します（現金のみ）。おつりの無いようにご 

準備ください。 

また、部屋数に限りがあるため、ご希望に添えない場合がございますので予めご了承ください。宿泊の 

確定につきましては、令和４年１月６日（木）までに書面にてお知らせいたします。 

 

11．参加申込 

（１）国立青少年教育振興機構の事業申込ページ（https://www.niye.go.jp/info/yukutoshi.html） 

「第 38 回全国青少年相談研究集会」申込フォームに必要事項をご入力の上お申し込みください。 

右記QRコードからもお申し込みいただけます。 

※YouTubeでの動画配信の視聴のみを希望される場合もお申し込みが必須です。 

（申込フォームの利用ができない場合は、下記担当宛てにメールでその旨ご連絡ください。） 

（２）申込締め切りは、令和４年１月７日（金）です。参加決定については先着順とさせていただきます。 

また、会場での参加の場合、ご参加いただく分科会はお申込み時のご希望をもとに調整させていただき 

ます。 

令和４年１月 20 日（木）の宿泊を希望する場合には、令和３年 12 月 22 日（水）までにお申し 

込みください。なお、前泊（19 日）、後泊(21 日)は各自での手配をお願いします。 

 

12．その他 

（１）Ｄ棟にはタオル・バスタオル・ボディシャンプー・リンスインシャンプーはございます。その他、必要 

なものを各自ご持参下さい。 

（２）食事は各自でおとりください。当施設内にレストラン、売店等があります。 

（３）参加申込に際して頂いた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適 

   切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示すること 

はありません。ただし、参加者名簿作成にあたり氏名（所属・職名）を掲載させていただきます。 

また、事業中に撮影した写真等については、当機構の広報等の目的で使用することがあります。ご了承 

の上お申し込みください。 

（４）新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、参加にあたっては、次に該当する方はご参加いただく 

ことができません。 

 

 

 

 

 

（５）YouTube での動画配信の視聴のみを希望される方への資料提供の方法、視聴方法等詳細については、参 

   加決定通知書と併せて周知いたしますので、そちらをご確認ください。なお、同所属内で複数名が視聴 

する場合も、視聴される方全員がお申し込みください。 

（６）新型コロナウイルス感染症による影響等で、YouTube による動画配信のみの開催若しくは中止となる場 

合がありますので、ご了承ください。 

 

【お問い合わせ】 

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 事業課   立花、藤江 

電話：03-6407-7718  ＦＡＸ：03-6407-7699  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：honbu-jigyouka@niye.go.jp 

 
・37.5 度以上の発熱がある場合 ・平熱比＋１度以上の発熱がある場合 ・息苦しさ（呼吸困難） 

 ・強いだるさがある場合 ・軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合 ・その他体調が優れない場合  
・過去２週間以内に、感染が引き続き拡大している国・地域へ訪問したことがある場合 

 

QR コード 


